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三瓶山麓に分布する浮布降下火山灰の上位には黒色土

がある(松井・井上(1971)) .厚さは 50-80cmと厚

く，漆黒の色調とともに山麓で最も顕著な黒色土であ

る.ここでは，これを「浮布黒色土Jと呼ぶ.浮布黒色

土の上半部にはアカホヤ火山灰を含む明確な層準(島根

大院生中村唯史氏未公表試料)があることから，研究は，

ほぼ6000年前以降に三瓶火山から噴出された火砕物を

対象としたものと言うことができる.

ているのに対し，他の 3報告では，この聞に降下堆積し

た火砕物は記載されていない.本研究はこの点の検証を

目的とする.

問題となる浮布黒色土以降の降下火砕堆積物につい

て，服部ほか(1983)は，全域にわたる鍵層は見出し得

ないとしていることから，層相の変化によってもたらさ

れる対比の混乱を少なくする意味で，とりあえずは，山

体の東方に絞って野外調査を行った.また，林・三浦

表は林・三浦 (1987)の「表3Jから，本研究に関係

する部分を抜粋し，一部を改変したものである.松井・

井上(1971)が浮布降下火山灰と三瓶円頂正溶岩の聞に

「角井降下火山灰Jなどの降下火砕堆積物の存在を認め

(1987)は，降下火山灰の鉱物組成がほとんど等しいと

述べているが，火砕堆積物に含まれる類質物の量的な違

いが鉱物組成にも反映されることが考えられ，これが対

比に手掛りを与える可能性もあるので重鉱物の組成を調
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(以下省略)

林・三浦(1987)の「表 3Jの上半部を抜粋し，活動期の区分として町一一②(丸付数字は各報告の活動期の序数)を挿入し，字句の

一部を修正した.また*は本文末尾の年代を測定した火砕堆積物である.なお，太平山(または大平山)を冠した火砕流堆積物は

複数枚あって降下堆積物と互層するため，この活動期の火砕堆積物を流下・降下の別で一括した場合，上下関係は表現され得ない.
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[ 山 頂 ス ク モ 塚法師ヶ峠l [志津見処域思谷]
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三瓶山頂と東方に分布する火砕堆積物の柱状図
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浮布黒色土より上位にある降下火砕堆積物について，

できるだけ多くの単層から試料を採取し検鏡した結果，

「雲母比Jが本地域では対比の有効な手がかりとなる場

合があることが判明した.雲母比とは，細粒砂サイズの

重鉱物 200粒以上を鑑定し，雲母の出現比率を〔雲母粒

数/(雲母粒数十角閃石粒数))の百分率で表したもの

である.

以下，上記のような作業を通して得られた松井・福岡

(1996)の概要と結論，ならびに，その後に判明した年

代について記す.

図は， (山頂〕で円頂正溶岩を覆っている火砕堆積物

と，山体中央凹所にある室の内池からほぼ真東にある 4

地点(最遠の〔恩谷〕で約 13km)の火砕堆積物の柱状

図である.室の内池から約 6kmの〔志津見地域〕では，

浮布黒色土の上に，この地域で「ハイカJと俗称されて

いる火砕物が数 mの厚きで堆積しており，そのほほ中

部の層準に，厚さ 20-40cmのやや組粒の黒色土が挟ま

れている.

粗粒の黒色土より上を第 1ハイカ，下を第2ハイカと

して両者の雲母比を比較すると明らかな相違が認められ

る.第2ハイカでは雲母比が20%を越すことはほとん

ど無いのに対し，第 1ハイカでは 20%を越す単層が数

層あり，それらは第 lハイカの下部に集中する傾向が顕

著である.とくに山麓で，第 lハイカの最下部(粗粒の

黒色土の直上)に見られる厚さ 3-lOcmの桃灰色シル

ト質の降下火山灰では，雲母比が平均 36%に達し，特

徴的な色調とともに第 1ハイカを確認する場合の有効な

鍵層となり得る.本層は，しばしば擾乱によって断面が

不規則な波状を呈するところから「オドリJと仮称して

いる.

山頂で溶岩を直接被覆している火砕堆積物は，雲母比

の特徴から第 1ハイカに対比されるものと考えられる

(柱状図参照).また，第 2ハイカは松井・井上 (1971)

の角井降下火山灰に対比されるものであることが層相や

雲母比から確実であるが，これを円頂丘溶岩の上に見出

すことはできなかった.したがって，円頂正の形成前に

火砕物を降下堆積させる活動があったとする松井・井上

(1971)の見解は妥当であるものと考えられる.

なお，柱状図に示す2カ所の層準から得られた炭化木

片の14C年代については，志津見地域(第 1ハイカ)か

らは約 371O:t130y.B.P，法師ヶ峠(第 2ハイカ)から約

478O:tl∞'y.B.P，という値が最近になって得られた.測

定者は樹)九州環境管理協会川村秀久氏，測定番号は前者

が 阻EA-I13，後者が阻EA-112，発注者は島根県埋蔵

文化財調査センター，試料の採取は筆者らが行った.詳

細については別途報告する.
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